
    愛知県立碧南高等学校（全日制）平成 27 年度学校評価  

 
１  本年度の学校評価  
 

 
本 年度の 重点目 標  

 

 
進路を意識した学習習慣の徹底を図る。 
 

項 目 （ 担 当 ）  重 点目標  具 体的方 策  留 意事項  
総 務部  
 

 
 
 

Ｐ ＴＡ活 動の活 性化
・ 充実  

Ｐ ＴＡ役 員との 連携を 密にし 、より 多く
の ＰＴＡ 一般会 員の参 加を呼 びかけ る。  

よ り多く のＰＴ Ａ役員 や一般 会員
が 参加で きるよ う企画・運営 を行う
。  

地 域に信 頼され る学
校 づくり  
 

地 域や中 学校へ の情報 発信を より効 果的
に 行う。  
 

ホ ームペ ージ、碧 高ニュ ース、学校
案 内リー フレッ トなど を通じ て、効
果 的な広 報活動 を行う 。  

教 務部  
 
 

 
 
 

考査や進路を意識して
、計画的に学習する姿
勢を育てる。 

学習計画表や考査の目標・反省を書くことで
計画性を育てる。 
 

方策を通して、多くの生徒が学習に対
する計画性を意識できること。 
 

やりきらせる指導体制
を確立する。 
 

提出される課題が、十分に時間をかけ、自分
で解いたものとなっているようにする 。  

ほとんどの生徒から提出される課題が
、十分に時間をかけ、自分で解いた も
の となっ ている こと。  

生 徒指導 部  
 
 
 

 
 
 

基 本的生 活習慣 の確
立  

遅 刻の撲 滅を目 指し、 朝の声 かけや 、遅
刻 の事後 指導を 徹底す る。  

遅 刻指数 が 1 . 0を下 回る。  
 

規 範意識 の高揚  
 

自 己と他 者のた めの端 正な身 だしな みを
、 普段か らの声 かけで 意識さ せる。  

自 ら律し 、制 服を端 正に着用 できる
よ うにす る。  

道 徳教育 （心の 教育
） の推進  
 

自 分から 挨拶を するよ うに声 かけを 行い
、 ボラン ティア など心 を強く する取 組を
実 施する 。  

自 己肯定 感や自 己有用 感、コ ミュニ
ケ ーショ ン能力 を身に 付ける こと
が できる ように する。  

生 徒会  
 

 
 
 
 
 

生 徒会行 事の充 実  
 

学校祭や球技大会、予餞会などの学校行事 を
通 して生 徒の人 間的な 成長を 図る。  

生徒自らの主体性を尊重した行事運
営 を行う 。  

部 活動の 充実  
 

部 員集会 や受納 式、全 校集会 などを 通し
て 部活動 の重要 性を生 徒に認 識させ る。  

前 年度よ りも部 活動参 加者の 増加
を 図る。  

ボ ランテ ィア活 動の
充 実  
 

ハ ンギン グバス ケット 、赤い 羽根募 金、
あ いさつ 運動な どを通 してボ ランテ ィア
活 動の重 要性を 生徒に 認識さ せる。  

前 年度よ りもボ ランテ ィア活 動参
加 者を増 加させ る。  
 

進 路指導 部  
 
 
 

 
 
 
 

３ 年間を 見通し た進
路 指導体 制の確 立  
 

小 論文指 導や補 習等の あり方 を含め 、系
統 性のあ る進路 指導体 制をつ くる。  
 

３ 年間の 指導計 画が確 立され ると
と もに 、書く 指導の 意義を全 教員が
理 解でき るよう にする 。  

生 徒の進 路意識 と教
員 の進路 指導意 識の
高 揚  

個 別面接 指導と 進路ガ イダン スを中 心に
指 導を進 める。  
 

担 任、学年団 を中心 に生徒と 意思の
疎 通を図 る。積極的 に進路指 導を行
う ことが できる ように する。  

進 路情報 の共有 化と
有 効活用  

進 路指導 に有効 な資料 の検討 及びそ の作
成 を行う 。  

進 路指導 部が有 する資 料を積 極的
に 活用す ること ができ るよう にす
る 。  

保 健厚生 部  
 
 
 
 
 
 
 
 

健 康意識 の向上 を目
指 し、健 康診断 にお
け る事前 事後の 有効
な 指導を 考える 。  

定 期健康 診断後 の事後 指導を きめ細 かく
行 う。  
 
 

自 己の健 康への 興味・関心を 高める
。  
 
 

特 別支援 教育の 組織
活 動を充 実させ る。  

ア ンテナ を高く し、情 報の収 集に努 める
。 期を逸 せず対 応する 。  

支 援が必 要な生 徒の情 報を共 有化
し 、早期 の対応 を心が ける。  

環 境の美 化を推 進す
る 。  
 

清 掃道具 を整備 する。  
ゴ ミの分 別を意 識させ る。  
 

環境美化に対する意識を向上させ、自
分 たちで 清掃が でき 、ゴミの 減量に
も 努める 。  

研 修部  
 
 

 
 
 
 
 
 

図 書館力 の向上   
 
 

古 い図書 の廃棄 と新規 受入れ 図書の 充実
を 図る。 企画展 示の充 実を図 る。広 報活
動 の充実 を図る 。  

よ り親し みやす い図書 館づく りに
心 がけ、 来館者 数の増 加を目 指す 。
ま た、図 書委員 会の活 用をは かる 。 

国 際理解 向上  
 
 

留 学生の 受入れ 、送り 出しと 交流会 の充
実 を図る 。外国 からの 訪問者 を積極 的に
受 け入れ る。  

生 徒の国 際交流 に対す る関心 を深
め させる ととも に、地域との 連携を
図 りなが ら国際 交流の 活発化 を図
る 。  

校 内研修 活動の 活性
化  
 

校 内研修 活動に 積極的 に取り 組む。  
 
 

教 職員の 多くに 関心が あると 思わ
れ る研修 テーマ を設定 し、参 加を呼
び かける 。  

商 業科  
 
 

 
 
 

地 域連携 教育の 推進  
 

課 題研究 の各講 座を中 心に外 部団体 （特
に 中学校 ）など との連 携を充 実させ る。  

校 内だけ でなく 、外 部企業な どと連
携 、協力 して教 育活動 を行う 。  

資 格取得 の充実  
 

新 学習指 導要領 に合っ た授業 の進め 方や
補 習のあ り方を 進める 。  

生 徒の理 解度に 合った 指導体 制を
確 立し、 無理な く進め る。  

キ ャリア 教育の 充実  
 

イ ンター ンシッ プなど を充実 し、生 徒に
勤 労観や 職業観 を身に 付けさ せる。  

円 滑な進 路選択 ができ るよう に実
践 的なイ ンター ンシッ プを進 める 。 

１ 年学年 会  
 
 
 
 

 
 
 

基 本的生 活習慣 の確
立  
 

校 則の遵 守、時 間厳守 、正し い身だ しな
み 、学習 環境の 整備等 につい て意識 させ
、 正しい 生活を 送らせ る。  

Ｓ Ｔ、個 人面談、清掃、集会 等、あ
ら ゆる機 会を利 用して 、生徒 に働き
か ける。  

基 礎学力 の育成  
 
 

毎 日の授 業、家 庭での 学習が 大切で ある
こ とを理 解させ 、主体 的に学 習に向 かう
姿 勢を育 てる。  

各 教科の 学習方 法を年 度当初 に指
示 し、課題を 必ず提 出させる 指導を
継 続する 。  

進 路目標 の設定  
 

的 確な進 路情報 を提供 し、自 らの進 路目
標 を設定 できる ように 指導す る。  

総 合的な 学習の 時間や ＬＴな どで
卒 業後の 進路に 興味を 持たせ 、自 ら



   の 進路に あった 類型選 択をさ せる 。 
２ 年学年 会  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

基本的生活習慣の確立 
 

時間厳守、正しい身だしなみ、環境整備、部
活動、挨拶の励行等、充実した高校生活を送
らせる。 

ルールを守り、積極的に高校生活を送
る。昨年度より遅刻数を減少させる。 

基礎学力の充実 
 
 

授業や家庭学習を充実させ、自ら学ぶ姿勢を
身に付けさせる。 
 

授業・基礎トレ・補習等への積極的な
参加、課題等への取組を充実させ、家
庭学習の時間を増加させる。 

進路目標の確立 
 
 
 

進路資料の提供、個別面談の充実 
 
 
 

総合的な学習の時間やＬＴなどで、よ
り具体的な進路目標を見つけさせ 、安
易 な選択 に流れ ないよ うにす る。  

３ 年学年 会  
 
 
 
 
 
 

 
 

基 本的生 活習慣 の確
立 、定着  
 
 

時 間厳守 、正し い身だ しなみ 、清掃 への
積 極的参 加を促 し、校 則を遵 守させ る。  
 
 

欠 席や遅 刻を安 易にさ せない 。身 だ
し なみで 指導を 受ける 生徒を 減少
さ せる 。学習 環境の 整備状況 を常に
確 認する 。  

学 力の充 実  
 
 

授 業や家 庭学習 に積極 的に向 かう自 ら学
ぶ 姿勢を 身に付 けさせ る。  
 

家 庭学習 時間を 増加さ せ る 。授 業 ・
補 習・家庭学 習に積 極的に向 かわせ
る 。  

進 路目標 の達成  
 

個 別面談 ・進路 情報提 供の充 実を図 る。  
 

卒 業後の 進路を 具体的 に描か せ、実
現 させる 。  

学 校関係 者評価 を実施 する主 な評
価 項目  

 
 

・学 校の 教育活 動のあ らゆる 面から 、生徒 に進路 を意識 した学 習習慣 の徹底
を 図ることができたか。 
・ 道徳教 育につ いて、 全職員 の共通 理解を 進め、 実践的 な取組 を進め ること
が できた か。  

 
２  前年度の学校評価  
  ア  自己評 価結果 等  

前 年度の 重点目 標  
 
 

１  生徒 の学力 を一層 向上さ せるべ く、新 たな授 業改善 を図る 。  
２  進路 意識の 開発と 定着（ キャリ ア教育 ）を図 る。  
３  全教 員の共 通理解 と指導 体制の 下、規 律正し い基本 的な生 活習慣 の指導 にあた る。  

項 目
（ 担 当 ） 

重 点目標  
 

具 体的方 策  
 

評 価結果 と課題  
 

総 務
部  
 

 
 
 
 
 
 

学 校行事 ・  
式 典の充 実  
 

来賓及びＰＴＡ役員との連絡調整を密
に し、円 滑な進 行を図 る。  
 

諸行事や式典における来賓及びＰＴＡ役員に対する連
絡 調整に ついて は、不十分な 点があ った 。メー ル配
信 を活用 して改 善を図 る。  

Ｐ ＴＡ活 動の
活 性化・ 充実  
 

Ｐ ＴＡ役 員との 連携を 密にし 、より
多 くのＰ ＴＡ一 般会員 の参加 を呼び
か ける。  

Ｐ ＴＡの 一日研 修会や 大学見 学会 、文化 祭のお 宝バ
ザ ー等の 活動に 多くの ＰＴＡ 会員の 参加が あった 。
よ り多く の一般 会員の 参加が 増える ように 努める 。 

地 域に信 頼さ
れ る学校 づく
り  

地 域のイ ベント や活動 に積極 的に参
加 する。  
 

「 元気ッ スへき なん 」など、市の イベン トに積 極的
に 参加し た。今後は ＰＴＡと 学校の 行事と して参 加
す るイベ ントの 種類を さらに 増やす ことに 努める 。 

教 務
部  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

授 業にお ける
学 習指導 方法
の 向上  

新 学習指 導要領 の考え 方を踏 まえ、
授 業方法 の改善 を図る 。教科 会に依
頼 し、研 究授業 等を充 実させ る。  

定 期考査 ごとの「指 導結果と 今後の 課題 」につ いて
は 入力・出力の プロ グラム作 り、「 まとめ 」の 提供
時 期を早 くでき た。教 科、学 年での 活用を 進める 。 

家 庭学習 を充
実 させる 方策
の 工夫  
 
 

生 徒の学 力を踏 まえ、 「自ら 解くこ
と で学力 が付い たと実 感でき る教材
」 を意識 して課 題を与 える。  
 
 

生 徒が自 分の力 で解く ことが できる 難易度 の課題
を 与える ことが 、学 力伸長に 有効で あるこ とが教 員
に 意識さ れるよ うにな り、課 題の提 出状況 の改善 が
見 られた 。全 生徒が 自分の力 で取り 組むよ うにす る
こ とが課 題であ る。  

不 登校生 徒に
対 する早 期の
対 応  
 

欠 課時数 の多い 生徒に 対して 早期に
対 応し、 学業を 修得で きるよ う努め
る 。  
 
 

４ 、６ 、９時 間超え の段階的 指導を 組織的 に行う こ
と ができ た。不登校 の生徒の 発見と 早期の 指導を 始
め ること ができ 、不 登校を理 由とし た進路 変更が 減
っ てきて いる。 今後も 継続す る。  

生 徒
指 導
部  
 
 
 
 
 

 
 
 

爽 やかな 碧高
生 の育成  
 
 

校 門指導 や身だ しなみ 指導に おいて
意 識させ る。  
 
 

登 校時 、全教 員が交 代で校門 指導に 当たっ た。校門
通 過時の 身だし なみは 大半の 生徒が 整って いる 。挨
拶 に関し ても大 半の生 徒はし っかり できて いる 。自
主 的にで きるよ うに指 導する 。  

基 本的生 活習
慣 の確立  
 
 

遅 刻指導 の徹底 、全校 集会や 学年集
会 などで 呼びか ける。  
 
 

全 校集会 や学年 集会時 などの 集合状 況は良 好であ
る 。通 常の校 内生活 において 、時 間に対 してや やル
ー ズな生 徒が見 られた 。意識 をさら に高め させる こ
と が課題 である 。  

規 範意識 の高
揚  
 

日 常の校 内生活 におい て観察 指導や
声 かけ指 導を粘 り強く 行う。  
 

外 部講師 による 各種の 講演会 の実施 により 、少 しず
つ 意識は 高まっ てきて いるが 満足に は至っ ていな
い 。  
携 帯電話 の指導 は、昨 年度比 ５０％ 強減少 した。  

生 徒
会  
 
   
   
    

 
 
 
 

生 徒会行 事の
充実 
 

学 校祭や 球技大 会、予 餞会な どの学
校 行事をとおして生徒が人間的に成長
できるようにする。 

生 徒会執 行部を はじめ として 、ク ラスの 責任者 たち
が試行錯誤しながらも、積極的に行事をつくりあげよ
うとした。その環境作りを継続・充実させる。 

部 活動の 充実  
 
 

部 員集会 や受納 式、全 校集会 などを
通 して部 活動の 重要性 を生徒 に認識
さ せ る。 

部 活動参 加者は 、前 年度並で あった 。た だ全国 大会
に 参加し た部が 二つに 増え、よい 活動実 績を残 す部
が多かった。 

ボ ランテ ィア
活 動の充 実  
 
 

ハ ンギン グバス ケット 、赤い 羽根募
金 、あい さつ運 動など を通し てボラ
ン ティア 活動の 重要性 を生徒 に認識
さ せる。  

ハ ンギン グバス ケット や赤い 羽根募 金への 協力は 、
前 年度並 みであ った 。ボラン ティア 活動の 重要性 は
周 知でき たと思 う。実際に行 動に移 すこと のでき る
生 徒を増 やすこ とが課 題であ る。  



 
進 路
指 導
部  
 
 

 
 
 
 

個 別指導 の充
実  
 

個 別面接 指導、 小論文 指導や 個別教
科 指導の 充実を 図る。  
 

個 別面接 指導 、小論 文指導や 個別教 科指導 の充実 を
目 指し 、３年 学年団 及び関係 教科全 教員に よる指 導
が 実施で きた。 今後も 継続発 展させ る。  

キ ャリア 意識
の 高揚  
 

総 合的な 学習の 時間と 進路ガ イダン
ス を中心に指導を進める。 
 

ガ イダン スの講 師の見 直しを 行い 、学習 の動機 付け
に加え、将来の仕事を意識させた講演を行うことがで
き た。実 践につ なげる 。  

進 路情報 の共
有 化と有 効活
用  

進 路指導 に有効 な資料 の検討 及びそ
の 作成を 行う。  
 

進 路指導 部宛に 送付さ れる様 々な資 料を生 徒たち
の 手元に 届くよ う努力 した。受験 の合否 情報等 を学
年 で利用 しやす い形式 に整理 した。  

保 健
厚 生
部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健 康意識 の向
上  
 

定 期健康 診断後 の事後 指導を きめ細
か く行う 。  
 

視 力、歯周疾 患、未 処置歯所 有者に は丁寧 に再検 査
や 事後指 導を行 った 。保健だ よりを 発行し て、健康
に 興味関 心を持 たせる 一助と した。  

特 別支援 教育
の 充実  
 
 
 

ア ンテナ を高く し、情 報の収 集に努
め る。期 を逸せ ず対応 する。  
 
 
 

校 内特別 支援教 育委員 会で情 報交換・対 応の検 討・
報 告を行 うと同 時に 、心の健 康づく り推進 員とも 連
絡 を密に し、各教員 が適切な 対応が できる ように 心
が けた 。生徒 によっ て支援の 在り方 が様々 で、今後
も より良 い方法 を探し ていく 必要が ある。  

環 境美化 の推
進  
 
 

清 掃道具 を整備 する。  
ゴ ミ分別 を意識 させる 。  
 
 

こまめに清掃道具の補充を行い、清掃が円滑にできる
よ うに努 めた 。分別 はおおむ ねでき ていた が、ゴミ
の 量は少 なくな いので 、意識 を持た せて減 らして い
く 。  

研 修
部  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 書館力 の向
上  
 

蔵 書の効 果的な 配置（ 配架の 見直し
、 図書の 廃棄の 推進） 、企画 展示の
充 実  
 

学 習の利 用で来 館者数 は増加 した 。ただ し、貸 出数
の 増加に は結び つかな かった 。蔵 書の有 機的な 配置
で 、貸出 増につ なげる 。  

教 科指導 技術
の 向上  
 
 

新 教育課 程を踏 まえ、 研究授 業を通
し て指導 技術の 向上を 図る。  
 
 

ほ ぼ計画 どおり 研究授 業を行 うこと ができ た。ただ
、 教科内 だけで の研究 授業に とどま ってい るので 、
今 後は他 教科へ の参観 を積極 的に行 うよう に呼び
か けてい く。  

国 際理解 向上  
 
 
 
 
 

留 学生の 受入れ 、送り 出しを 積極的
に 行うと ともに 留学生 との交 流会を
開 催し、 生徒の 参加機 会を増 やす。  
 
 
 

米 国から ２名の 年間留 学生を 受け入 れた 。また 、マ
レ ーシア から学 生が訪 問し、生徒 と交流 をもつ こと
が できた 。本 校から も海外へ の留学 、研 修に関 心を
示 す生徒 が増え 、５ 名が次年 度、夏の海 外派遣 に応
募 してい る。今後も より多く の生徒 の国際 理解へ の
関 心を深 める。  

商 業
科  
 
 

 
 
 
 

地 域連携 教育
の 推進  
 

課 題研究 の各講 座にお いて外 部企業
や 団体と の連携 を今ま で以上 に充実
さ せる。  

新 商品の 開発 、企業 のホーム ページ の作成 、学 校紹
介 ビデオ の作成 や地域 の行事 に参加 するな どし 、好
評 価を得 ている 。  

資 格取得 の充
実  
 

教 員間の 連携を 密にし て、授 業の進
め 方や補 習のあ り方を 改善し て、資
格 取得数 を向上 させる 。  

補 習を計 画的に 実施し て、教 員同士 の連携 を密に し
た ことで 今年度 も昨年 度以上 の結果 を残し た。検定
が 連続す る時期 の指導 方法が 課題で ある。  

キ ャリア 教育
の 充実  

ホ ームペ ージ更 新やイ ベント への企
画 ・参加 を積極 的に進 める。  

イ ンター ンシッ プを今 年度も 実施し た。実習先 を多
様 化する などし て参加 生徒を 増やし たい。 。  

１ 年
学 年
会  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

基 本的生 活習
慣 の確立  
 

校 則の遵 守、時 間厳守 、正し い身だ
し なみ、 学習環 境の整 備等に ついて
意 識させ 、正し い生活 を送ら せる。  

校 則の遵 守、出 席状 況、身だ しなみ 等、毎 日の 教育
活 動の様 々な場 面を通 じて生 徒に訴 え続け ている 。
今 後も根 気よく 指導し ていく 。  

基 礎学力 の育
成  
 
 

毎 日の授 業、家 庭での 学習が 大切で
あ ること を理解 させ、 主体的 に学習
に 向かう 姿勢を 育てる 。  
 

新 学習指 導要領 施行に 伴い、教科 会や各 種研修 会を
通 じて授 業改善 を行っ てきた 。新 しい指 導法や 学習
内 容の成 果は今 後表れ てくる はずだ が、授業や 家庭
学 習をさ らに充 実させ 、進路 実現を 目指さ せる。  

進 路目標 の設
定  
 
 
 
 

的 確な進 路情報 を提供 し、自 らの進
路 目標を 設定で きるよ うに指 導する
。  
 
 
 
 

総 合的な 学習の 時間を 通じて 、類 型選択 や進路 に対
す る意識 を高め 、体 験的に学 ぶこと ができ た。また
、個人面 談や学 年集 会、類型 選択説 明会に より 、様
々 な側面 から生 徒に対 応して きた 。来年 度は、さら
に きめ細 かい対 応を生 徒一人 一人に 与える と同時
に 、自分 で進路 につい て調べ る力を 付けさ せる。  

２ 年
学 年
会  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

基 本的生 活習
慣 の確立  
 
 
 

時 間厳守 、正し い身だ しなみ 、環境
整 備、部 活動、 挨拶の 励行等 、充実
し た 高校生活を送らせる。 
 
 

遅 刻が多 い特定 の生徒 は数名 いるが 、そ れ以外 の生
徒 は出席 状況は 概ね良 好であ る。欠席、早退は 昨年
度より４割減っている。身だしなみに関しては、多く
の生徒は良好である。今後もだらけることなく指導し
ていく。 

基 礎学力 の充
実  
 
 
 

授 業や家 庭学習 を充実 させ、 自ら学
ぶ 姿勢を 身に付 けさせ る。  
 
 
 

授 業、補習の 取り組 みは良好 である 。課 題が出 せな
い 生徒も いるが 、根 気よく働 きかけ て遅れ ながら も
提 出でき ている 。さ らに自ら 学ぶ姿 勢を身 に付け さ
せ るため に、各教科 、学年で 工夫を してい く必要 が
あ る。  

卒 業後の 進路
へ の意識 付け  
 
 
 
 

進 路資料 の提供 、個別 面談の 充実  
 
 
 
 
 

各 担任と の面談 や総合 的な学 習の時 間、進路に 関す
る 説明会 や講演 会を通 して、生徒 にしっ かりと 情報
提 供がで きたと 思う 。また、生徒 自身も より具 体的
に 自分の 進路に ついて 考える ことが できた 。生 徒の
進 路実現 に向け て、教員の指 導力を さらに 高めて い
く 。  

３ 年
学 年
会  

基 本的生 活習
慣 の確立  
 

時 間厳守 、正し い身だ しなみ 、清掃
へ の積極 的参加 を促し 、校則 を遵守
さ せる。  

遅 刻・欠席の 総数に ついては 、例 年より 多いも のの
、全体 として は減少 し、一部 生徒に 限られ るよう に
な った 。身だ しなみ に関して も同様 である 。３ 年生



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

に なり 、進路 目標が 明確にな ったた めに比 較的落 ち
着 いた学 校生活 が送れ た。  

学 力の充 実  
 
 
 

授 業や家 庭学習 に積極 的に向 かう自
ら 学ぶ姿 勢を身 に付け させる 。  
 
 

学 校祭が 終了し て以降 、多く の生徒 が真剣 に学習 に
取 り組み 始めた 。ス タートの 遅さが 反省点 である が
、後半に 限って 言え ば、進路 実現の ために 、懸 命に
勉 強する 姿勢が 見られ た。  

進 路目標 の達
成  
 
 
 

個 別面談 ・進路 情報提 供の充 実を図
る 。  
 
 
 

各 担任 、教科 担任が 積極的に 進路指 導に関 わって く
れ た。面談、面接・小論 文指 導など の個別 指導、総
学 など利 用して の全体 指導を 通して 、生 徒の進 路目
標 が明確 となっ た。結果、多 くの生 徒が自 分の希 望
す る進路 を実現 するこ とがで きた。  

総 合評
価  

 

 今 年度は 、本年 度の重 点目 標に対 して、 具体の 計画及 び具体 の指導 が実施 された 。また 、来年 度に
向 け て改善点が浮き彫りになった。今年度の実践を継続するとともに各学年が中核となって改善を図り、より
充 実した 教育活 動に努 める。  

                                          
  イ 学校関係者評価結果等                                                       

学校関係者評価を実施し 
主な評価項目 
 
 

・授業改善を計画・実施し、生徒の学力向上に寄与することができたか。 
・生徒の年齢・発達に応じたキャリア発達を促す取組を計画し実施したか。 
・全教員が共通理解をもって生徒指導に当たり、生徒を、自ら気付き、改められる人間に成
長させることができたか。 

自己評価結果について 
 

・進路指導面で取組の成果が上がった。碧南Ｋプロジェクトを中心に地域との連携を図る取
組ができた。普通科生徒の参加形態を広げることが課題である。 

今後の改善方策について 
 

・学校の教育活動のあらゆる面から、生徒に進路を意識した学習習慣の徹底を図る。 
・道徳教育について、全職員の共通理解を進め、いっそうの充実を図る。 

その他（学校関係者評価か
ら出された主な意見、要望
） 
 

１ 進路実現のための取組が充実し、成果を上げていることが理解できた。地域への発信を
進めてほしい。 
２ 地域との連携（碧南Ｋプロジェクト）を継続し、活動してほしい。 
３ 「碧南Ｋプロジェクト」は道徳教育、キャリア教育の面でも大切な取組だ。 

学校関係者評価委員会の構
成及び評価時期 

・構成…学校評議員５名   
・評価時期…３月１２日（水） 

 


